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の多国籍化

．多国籍企業とは

形で展開する。いま，企業がその経営に関与する目

的で外国の企業の株式を購

接投資（ ）と

：国際通貨基金）の基

以上を所有する投資行為と

つまり， ％以上の株式

ることを意味している。

これに対して，その水準

入したり，貸し付けを行った

いう。そして，これは，

準では，発行株式総数ある

されている。

所有で多少なりともその経営

を超えない所有比率の場合，

りする場合，これを直

（

いは出資金総額の ％

に関与することができ

資本の目的はむしろ株

式の配当（インカム・ゲイン

ような場合を間接投資

）という
）
。

ここで議論の対象とする

業であることから，このよ

（ ）

）や値上がり益（キャピタル・

（ ）あるいは

のは前者であり，この直接投

うな活動を行う企業を多国

ゲイン）となり，この

証券投資（

資の主体はおおむね企

籍企業（



第１

立命館経済学（特別

図 世界各国の と多国籍

号）

企業の売上高（ 年）

（備考） 国・地域別企業の売上高
」掲載企業の売上高

（出所）『通商白書 平成 年』

は「
の合計。
ページ。

）とい

が所在する国以外

配する企業」とい

使用されているも

ここで，およ

：

う。そこで，あらためて多国

の国にある生産施設あるいは

うことになる
）
。これは国連に

のである
）
。

その多国籍企業の経営規模を

国内総生産）との比較の下で

籍企業を定義すれば，「その企

サービス施設を所有あるいは

よる定義でありもっともひろ

その売上高と各国 （

見てみよう。第１図は 年

業

支

く

の

売上高上位 社

国の 年の

（

社）の売上高合計

リアの を凌

（ ）

の売上高をその本拠を置く国

と比較したものである。これ

：ヨーロッパ連合）企

額は，日米や の に

いでおり，さらにドイツ企業

・地域（資本国籍）で分類し，

によれば，米国企業（ 社

業（ 社）および日本企業

は及ばないもののドイツやイ

は中国の を，またフラ

各

），

（

タ

ン
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２図 対外直接投資（フロー）

（出所）『通商白書

ス企業はブラジルの を

上高は巨額に達し，特にそ

となっている。

年』７ページ。

それぞれ凌いでいる。この

の海外生産に伴う貿易上の変

ように多国籍企業の売

化は無視できない数値

第２図は世界の財および

代の中葉より直接投資フロ

るが以後急上昇する。特に

ドルへと 倍に拡大してい

さらに，対先進国・対発

のシェアは 年では ％

サービスの直接投資額の推移

ーは上昇傾向にあり，いった

， 年から 年までは

る。

展途上国別に見た直接投資の

程度であったのが， 年後の

を示している。 年

ん 年代初頭に低下す

億ドルから 兆 億

シェアに関して，後者

年には ％にまで上
）

昇し， 年代には逆に低下

第３図によれば， 年の

けの直接投資は，主に東ア

り，これらの地域で対発展

（ ）

し 年には ％余りのシェア

日本，アメリカ，および

ジア，中南米，ロシア，中・

途上国向け直接投資額の ％

になっている。また，

からの発展途上国向

東欧地域に向かってお

を占めるに至っている。



立命館経済学（特別

第３図 日・米・ から途上国

号）

への直接投資額

（出所）『通商白書 年』７ページ。

．多国籍企業と技術革新

大雑把ではある

問題となるのは，

どのような理由で

問題であり多国籍

り扱うことはでき

よう
）
。これで先の

が，直接投資あるいは多国籍

いかなる要因により直接投資

多国籍企業は他国に進出する

企業の経済理論を構成するも

ない。そこで，それに関連す

理論的な問題を考える一助に

企業の概要を見てきた。ここ

が生じるか，同じことである

のかという点である。これは

のであるが，ここで包括的に

るトピックスを一つだけ紹介

してもらえれば幸いである。

で

が，

大

取

し

最近，と言って

年代の中葉にヨ

生産方法がある。

の大量生産のベー

もしこれが革新的

（ ）

もその萌芽はすでに 年代に

ーロッパ自動車多国籍企業に

それは，「モジュール生産方

スであったフォード主義的な

であるなら，すなわちコスト

ヨーロッパで現れていたのだ

よってブラジルに持ち込まれ

式」と呼ばれている。これま

生産方法からの大転換である

削減に役立つなら，自動車や

が，

た

で

。

コ



生産上

ンピュータのような世界市

るので，超過利潤が発生す

ているなら他企業（他資本）

の技術革新と多国籍企業（田中祐）

場商品は世界価格（世界市場

ることになる。つまり，製品

より削減されたコスト分だ

価格）が与えられてい

の世界価格が与えられ

け利潤が増えることに

なる。それなら，当然その

を先取りすれば，自動車産

産する，換言すれば

トヨタといた自動車組み立

ナ，あるいはデンソーとい

である。これは同時に進出

である「グローバル・ソー

生産方法を取る条件を整え始

業の場合組み立て企業に随伴

（フォルクスワーゲン）， （ゼ

て企業の多国籍化に伴い，ロ

った自動車部品企業の多国籍

組み立て企業にとって，部品

シング」から国内近接地から

めるに違いない。結論

して部品企業が現地生

ネラルモータース）や

バート・ボッシュ，ダ

化が起こるということ

の世界各国からの調達

の調達（後で詳しく見

るが，形成されたクラスターか

変化させていくのだ。

．モジュ

まず，モジュールの定義

らの調達）への転換を意味す

ール生産方式と自動車多国

から入ろう。ハーバード・ビ

る。すなわち分業をも

籍企業

ジネス・スクールの

クラークと ボールド

なく「それぞれは独立して

小規模なサブシステムを用

る。非常に簡単明瞭かつ的

るかもしれない。

たとえば自動車部品を念

ウィンによれば，高速処理や

設計ができ，しかも全体とし

いて，複雑な製品やプロセス

確に定義されているので，か

頭に置くと，個々バラバラの

通信などの技術では

ては統一的に機能する

を構築すること」であ

えって理解が困難であ

パーツではなくてある

程度「有機的」関連のある

サブシステムは個々の関連

ブシステムから成る。この

うに，自動車はフロントエ

ア・モジュールなどによっ

（ ）

カタマリを考え，これをサブ

あるパーツから成り，さらに

サブシステムをモジュールと

ンド・モジュール，コックピ

て構成されることになる。各

システムと見なせば，

自動車全体は個々のサ

見なせば，第４図のよ

ット・モジュール，ド

モジュール間の接続部



立命館経済学（特別

第４図 スカイラインのモ

号）

ジュール化

（出所）青木昌
東洋経済

彦・安藤晴彦『モジュール化―新しい
新報社， 年， ページ。

産業アーキテクチュアの本質―』

分であるインター

けば，個々のモジ

ルの組み合わせに

設計ができ」るの

いわば「包み込ま

ている
）
。

フェースと車台（プラットフ

ュールは独自に開発・設計可

よる製品はその種類を豊富

で，その範囲で（モジュール

れる」ことになり，これを青

ォーム）をスタンダード化して

能であり，それぞれのモジュ

にすることができる。「独立し

ごとに）設計に必要な情報処理

木昌彦は「カプセル化」と言

お

ー

て

が

っ

それでは次に，

例に，モジュール

が終わった自動

（

そこで，窓，ミラ

（ ）

ドイツの自動車企業のドア・

生産がどのようにして行われ

車は再びドアが車体から取り

）により４つの異なる作

ー，パディング（ ），

モジュールの組み立てライン

るのかを見ておこう。塗装工

外されて１組ずつ無人搬送

業エリアに運ばれる（第５図

ハンドルなどが取り付けられ

を

程

車

）。

る。
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ドア・モジュールの組立の図解

（出所）
より。

それぞれの作業エリアは までのワークステーション（個別の作業場）で構成

されており（図では のワー

ーションを探す。検査の後

その間に組立が進んでいた

ミッテルオルト工場での

ワンセットの並行して 働

ークアイランド（作業エリア

クステーション），無人搬送車

，完成されたドアは再び本来

ボディに再び取り付けられる

ドアの組立システムで， の

している複数のワークステー

…筆者）を行き来する。仮に

は自動的に一つのステ

の組立ラインに戻され，

。

無人搬送車が存在し，

ションを持つ４つのワ

塗装の異なるオプショ

ンを入れるならば，ドアは

れのワークステーションに

定の時間が経過すれば点灯

過すればキャリアーを動か

に取り付けられるべきドア

（ ）

の異なる種類を持つこと

は制御灯（ ）が備

する。それはあらかじめプロ

さなければならないことを示

やコックピットが正確な時間

になる。また，それぞ

え付けられており，一

グラムされた時間が経

している。当該ボディ

に取り付けられる予定



のラインのステー

乱に陥るので，メ

ワークピースの順

立命館経済学（特別

ションに届いていない場合，

インラインを流れるそれぞれ

序と速度を保つことが最も重

号）

生産の全体の流れが乱れて大

のボディの進行状況に一致し

要となる。その際，この制御

混

て

灯

は決定的な役割を

タにより統合的に

ことになる。この

ースがワークステ

このように，あ

よく実行している

担うのである。また，モジュ

制御された無人搬送車の機能

無人搬送車は三つの高さにプ

ーションに入ってくるや否や

らかじめ決められたプログラ

のがわかるであろう。

ール生産においてはコンピュ

がフレキシビリティを保障す

ログラムされており，ワーク

自動的に調節される
）
。

ムに沿って，多品種生産を効

ー

る

ピ

率

問題は，ブラジ

を組み立て企業が

である。そうすれ

び開発期間の短縮

．モジュール供給企業

ルでのモジュール生産では，

行うのではなくて，部品企業

ば，事態は大きく変わる。モ

は，世界統一プラットフォー

の多国籍化

このモジュール自体の組み立

に任せる方法をとっているこ

ジュール単位での機能開発お

ムとインターフェースのスタ

て

と

よ

ン

ダード化，さらに

本国（たとえば

るいは，今も密であ

いる。つまり，モ

部品企業を必要と

ところが，先に

は部品の共通化をベースに行

ならドイツ， ならアメリ

る）部品企業がモジュールを

ジュール生産の条件のスタン

する点である。

述べたようにも個々のモジュ

われているので，組み立て企

カ）で取引関係の密であった

組み立てるのにもっとも適し

ダード化の側面は先進国の基

ールは半独立的で，いわば

業

（あ

て

幹

「カ

プセル化」が起こ

や納品方法などは

コーディネーター

編されることにな

術のフロー経路は

（ ）

る。その際，モジュールに組

一切この基幹部品企業に任さ

としてのこの部品企業を中心

る。すなわち，部品の取引関

この基幹部品企業を通じて行

み付ける調達部品の製品や価

れることになる。ネットワー

にしてローカルな部品企業が

係はもとよりデザインおよび

われ，それゆえこれまで基幹

格

ク

再

技

部
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図 部品供給関係の新しい型

（出所）

品企業として成長してきた

り，したがってそれは外国

ローカル大部品企業のポジシ

資本に取って代えられる傾向

ョンは危ういものとな

を持つことになる。モ

ジュール自身の「カプセル

幹部品企業の地位を相対的

第６図において，プラッ

化に関しては組立企業 と

であるが，一旦走り出せば

・子会社間あるいは子会社

化」は，ネットワークコーデ

に高める。

トホームの統一やインターフ

部品企業 の互いの本社間

継続的開発や技術の移転経路

同士の流れ（下段横の矢印）が

ィネーターとしての基

ェースのスタンダード

で調整することが必要

は部品企業 の本社

主流になり，加えて

これまでの組立企業から部

なる。

（ ）

品企業への流れは反転して逆（下から上への矢印）に



第１表

企業名 国 籍

立命館経済学（特別

先進国自動車部品企業の対ブラジ

金 額

号）

ル新規投資（予定を含む）
（単位 万

内 容

ドル）

イートン 米

ド イ

ロバート・
ボッシュ

ド イ

国 年

カンポス工場（エンジ
年エクィップメント

収（トランスミッショ
コンパクトカー用

年ダナ／アルバルス

ツ オートマ・ミッション

ツ 年 のソ

年ワプサ（スタータ
ーター，クラクション

ン内燃用バルブ，テンショナーなど）
・クラークの持ち株会社 を
ン）
トランスミッション工場

のクラッチ工場購入

工場新設予定

ロカバ工場を系列下に

ーモーター，電気モーター，オルティ
生産）を買収

買

ネ

デルファイ 米

年末までにカンピー
ブ生産ライン新設

カンピーナス工場に電

国 （日）と合弁でデ

デルコが電子インジェ
（ 年８月 働）

デルファイ・エナジー
ー設立（ 年末 働）

内装工場の新設検討

ナス工場に電子インジェクション用バ

子制御機器ライン新設

ルファイ ブラジル設立

クション，アラームシステム工場建

がエンジン調整システム技術開発セン

ル

設

タ

フラン

マグネティ
・マレリ

イタリ

ス 年４月に内資ウニベ
テアリング生産）買収

年までにカンピー

モーター生産）

ア 年 月にブラジル最
％買収

ベンツ「クラス 」向

ル（ ）（ドアロックシステム部品，
（ ）２工場，ベチン（ ）工場

工場建設（摩擦素材生産）

ナス（ ）に新工場建設（３社設立
（クラッチ生産）

（ワイパー用モーター生産
（オルティネーター，スタータ

大の自動車部品メーカー 議決

けに計器パネル，燃料供給システム，

ス

）

）
ー

権

排

テネコ 米

（ ）

気システム供給

国 年末にモシ・ミリン
グ技術開発センター設

年３月に 年まで

にサイマルティニアス・エンジニアリ
立

に投資することを発表

ン
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の技術革新と多国籍企業（田中祐）

内 容

モシ・ミリン（ ）にブラジル・
から ，ホンダ向けに排気シス
産）

ウォーカー設立（ 年３月
テム，触媒コンバーター生

マネスマン ド イ ツ

年にコチア（ ）所在の
プッシュ，エンジン・マウント生産
シオス設立

クリチバ周辺（ ）アウディ，ク
工場新設（ 年末 働）

年１月に 内資分
場ラインをガルーリョス工場に移転

イタジュバ（ ）にガス・

アララクアラ（ ）にクラ
働）

（プッシュ，ラバー
）買収によりモンロー・ア

ライスラー用排気システム

％を買収しサントアマロ工
編入

スプリング生産工場新設

ッチ工場新設（ 年 月

米 国

ベンツ「 ３」用ショック

振動吸収システムメーカー買収ほか

アウディ「 ３」， 「ゴ
新工場建設（サスペンション，エン
用ゴム金属部品生産）

年５月にブラジル
収（ タウバテ〈 工場向け

年に投資

アブソーバー工場新設

既存工場近代化

ルフ」「パサート」向けに
ジン，トランスミッション

のカサパバ（ ）工場買
にシート生産）

ジョンソン
コントロー
ルズ

米 国

カンポ・ラルゴ（ ）にクライス
工場新設（ 年 働）

サンパウロに技術開発センター新設

カンポ（ ）にフォード向
働）

アンドレに 向けシート工場

カンポス（ ）に 向けシ
トヨタ「カローラ」用シート生産

ポウゾ・アレグレ（ ）にシート

パラナ州にアウディ「 ３」，

ラー「ダコタ」向けシート

けシート工場新設（ 年

新設（ 年 月 働）

ート工場新設（ 年 働），

トリム・カバー工場新設

「ゴルフ」「パサード」向け

フランス

（ ）

シート工場新設（ 年 月 働予定

年にサンパウロ事務所開設

クアトロ・バーハス（ ）にシー
までに 働，ルノー「メガネ・セニ

ドスピニャイス（ ）にシー
年 働予定）

）

ト構造工場新設（ 年３月
ック」， 向け）

ト工場新設（ルノー向け，



企業名 国 籍

立命館経済学（特別

金 額

ポルト・レアル（ ）
エン向け， 年 働

号）

内 容

にシート工場新設（プジョー／シト
予定）

ロ

米

／
旧ロックウ
エル・オー
トモーティ
ブ

米

ダナ 米

国 年８月にラブラス
イムでフィアット「パ

マウア（ ）にエアバ

国 ダナに小型トラック用

メキシコにホイール工

年までに 「ブ
ル生産

年からアルミホイー

国 内資 と合弁

（ ）新工場 働（ジャスト・イン・
リオ」用ステアリング・システム供給

ッグ工場新設

ホイール部門売却

場新設（ 年 月 働）

ルーマウカ」「新型コルサ」向けホイ

ル生産を検討

設立（シャーシ・フレーム

タ
）

ー

生
産）

年 月に 買

年末にゴラバタイ

アルバルス 年に

年５月にアルバルス

米系ロックウェル
（オザスコ〈 ）買収

年９月にフレイオス
ュラーレスをタウバテ

収（ガスケット，オイルシール生産）

（ ）のゴム金属部品工場が 働

投資

のデファレンシャル部門買収

の小型トラック用アクスル部

・バルガと合弁で システム・モ
（ ）に設立し， 「ゴルフ」前

門

ジ
輪

ルーカス・
バリティ

イギリ
米

サスペンションと後輪

と合弁

フィルター 生産

年７月に傘下アルバ
売却

カンポ・ラルゴ（
ンション部品工場新設

ジャンベイロ（ ）に

ス
国

年にフォード・新型
国工場（バルガ・ブレ

アクスル部品モジュール生産開始

でアクスル生産

ライン新設（ 年８月 働）

ラスのクラッチ生産ラインをイートン

）にクライスラー向けシャーシ，サス

新工場建設

バンの前輪ブレーキモジュール生産と
ークス）拡張

に

ペ

米

（ ）

年（ 向
カス・バリティと合弁

英 と合弁でバ
レーキパット，ライニ

けに合弁でシャーシ工場建設， ル
でディスクブレーキ工場新設）

ルガ・フェロード設立（ 年 月から
ング生産参入）

ー

ブ



生産上

企業名 国 籍 金 額

オートリブ スウェー
デン・米
国

の技術革新と多国籍企業（田中祐）

内 容

年９月に事務所（ ）を設立

（出所） 『 』

このような技術的理由で

タウバテ（ ）に工場新設。 年
バック生産（フォード， ，ベン

計画（ 年からアウディ「 ３
ト」向け安全ベルト供給）

研究開発センター建設

ハンドル生産工場の新設検討

年６月１日

，先進国基幹部品企業がどう

３月から安全ベルト，エア
ツ「クラス 」向け）

」， 「ゴルフ」「パサー

，表 より抜粋。

しても必要になってく

る。表１は， 年代の主

む）である。これらの企業が

れに近い基幹部品の製造企

ルではブラジル系大部品企

ていた。たとえば，ピスト

ベはコファップ（エンジン部

額 位 位を争っていた大企

要自動車部品企業の対ブラジ

すべてモジュール供給企業

業である。この大きな波が押

業が活発に生産および輸出は

ンやエンジン・ピンの生産企

品生産）と並んで外資系部品

業である。また，フレイオス

ル進出状況（計画を含

ではないにしても，そ

し寄せる前に，ブラジ

もとより直接投資もし

業であるメタル・レー

企業を押しのけて売上

・バルガもブレーキ生

産企業として同様に売上額

の企業は組立企業（ブラジル

ィアットなどが乗用車を生産し

この３社とも外資（外国資本

マグネティ・マレリ（イタ

にそれぞれ代わっている。

ではトップ５に名を連ねる大

では全社外資で，主要企業は

ていた）に，基幹部品を供給

）にテーク・オーバーされ

リア）に，バルガはルーカス

企業であった。これら

， ，フォード，フ

していた
）
。ところが，

たのである。前２者は

（イギリス・アメリカ）

年代後半よりブラジル

ビス供給部門が外資に代わ

部門別販売シェアは，サー

なっている
）
。

（ ）

国営企業の民営化を受けて，

っていき， 年の在ブラジル

ビス部門が ％，続いて自動

通信や電力などのサー

上位 大外国企業の

車・部品部門が ％と



立命館経済学（特別

．モジュール供給企業

号）

とクラスター

先に見たように

つまり需要変動に

だからこそ，コス

イム（ ）に近

必要がある。それ

に最終組立企業の

，モジュールの組立はあらか

したがって多品種生産を効率

トが節約されうるのだ。その

い形で部品（パーツ）がモジュ

には，できるだけ部品供給企

近くに隣接していることが条

じめ決められた計画に沿って

よく行うことが要求されてい

ためには，ジャスト・イン・

ール生産部品企業に供給され

業がモジュール生産企業なら

件となる。 で有名なトヨ

，

る。

タ

る

び

タ

自動車には部品企

でも，トヨタほど

きている。

組立企業は，毎

ペレーターを雇い

通るので，計画さ

業は近接している

業が隣接し，豊田市を形成し

完璧でないにしても，企業の

日部品企業から部品を「拾い

，そのトラックが毎日決まっ

れた部品量が利用可能となる

ので，同じ部品の大量在庫を

ている。同じように，ブラジ

集積である「クラスター」が

集めていく」ロジステカル・

た時間に部品販売者のところ

。また，トラックが通る部品

抱えることなく全体的なロジ

ル

で

オ

を

企

ス

ティックスに照応

フィアットがミナ

がサンベルナルド

ネットワークコー

することができる

いずれにしても

する費用が有効となる。この

スジェライス州のベティン

にそれぞれクラスターを形成

ディネーターたるモジュール

のである。

，生産技術上の変化，つまり

ような，クラスターの形成は

， がグラバタイ，フォー

している
）
。これによって，先

部品企業はコスト削減を可能

大量生産システムからモジュ

，

ド

の

に

ー

ル化への転換によ

を， 年代のブラ

注

） より正確

投資は証券

（ ）

り新たに部品供給企業の直接

ジルを例に紹介した。

にいえば，間接投資には預金や貸

投資とほぼ同義につかわれている

投資が引き起こされていった

し付けが含まれるが，一般的に

。

点

間接



生産上

）

） そのほかの定義につ

の技術革新と多国籍企業（田中祐）

いては，以下の文献が詳しい。宮崎義一著『現代資本主義

と多国籍企業』岩波書

）『通商白書 年』

） 本年度は，都合によ

本稿で講義の内容を紹

自動車生産において顕

資の変化に関するトピ

） 青木昌彦「産業アー

ュール化―新しい産業

ページ。

店， 年。

６ページ。

り「多国籍企業論」は杉本良雄先

介することができない。したがっ

著な動きを示している技術上の大

ックスを紹介する。

キテクチュアのモジール化」青木

アーキテクチュアの本質―』東洋

生にお願いしているので，

て，最近コンピュータや

革新とそれに伴う直接投

昌彦・安藤晴彦編『モジ

経済新報社， 年，９

） 田中祐二「生産方式

の確立過程と多国籍企

ステム―ポスト輸入代

ージ。また，日産自動

化で工程不良発生件数

る（大久保宣夫「自動

前掲書， ペー

） 田中祐二『新国際分

ページ

の発展と取引関係の変化―ブラジ

業―」小池洋一・堀坂浩太郎編『

替工業化の挑戦―』アジア経済研

車の「スカイライン」のモジュー

は約５分の１に低下し，組み立て

車生産でのモジュール化の実際」，

ジ）。

業と自動車多国籍企業―発展の矛

ル自動車産業の競争優位

ラテンアメリカ新生産シ

究所， 年， ペ

ル生産では，モジュール

時間は， ％減少してい

青木昌彦・安藤晴彦編，

盾―』新評論， 年，

）

） 田中祐二「世界標準

大競争時代におけるワ

国際研究』第 巻第４

をめぐる多国籍企業のソーシング

ールドカー戦略の再来とブラジル

号， 年３月， ページ。

戦略とラテンアメリカ―

自動車産業―」『立命館

（ ）




